
水野 大運、中田 恭子、江越 航 

 

- 10 - 

(4) データクレンジングの結果と考察  

データクレンジング後の学習曲線（図 12）と推論結

果（表 4）を示す。 

 

 

図 12. データクレンジング後の学習曲線  

（左：太陽画像除去  右：雲量不整合データ除去）  

 

表 4. データクレンジング後の推論結果  

 

 

太陽を含む画像を除去すると、Train Loss（-0.4443）

とVal Loss（-0.3109）の差に改善が見られた。また、雲

量が整合しないデータを除去すると、学習データに対

する平均検索順位はわずかに向上した。しかし、未知

データに対する Recall@K や平均検索順位は、いずれ

の場合も、モデル 3 の結果と同程度となった。 

このようにデータクレンジングによる精度の向上が限

定的であった背景には、データセットにおける本質的

な限界が絡んでいると考える。 

人間が数字を見て判断・クレンジングできるのは、雲

量のように画像から視認・算出できる指標のみである。

しかし、気象データに含まれる風速や上空の湿度など、

全天画像から視認できない「不可視の気象変数」が、

撮影地点における局所的な雲の形状や質感と整合し

ているとは限らない。この不可視な変数の潜在的ミス

マッチが、データクレンジングによる精度向上を阻む最

大の障壁であると考える。 

その他の要因としては、CNN による画像の特徴抽

出の限界が挙げられる。本研究で試みた平均プーリン

グや標準偏差プーリングは、画像全体の輝度トーンや

コントラストの激しさを圧縮・数値化するには有効であ

ると考えられる。しかし、これらが雲の微細な形状や質

感を完全に捉えているとは言い切れない。また、全天

画像においては、天頂付近と地平付近とで雲のスケー

ルが異なるため、これが CNNによる特徴抽出を困難に

した可能性もある。さらに、より本質的な問題として、気

象予報データに含まれる風速、雲量、気温などの変数

だけでは雲の形状を予測しきれない可能性がある。 

以上を踏まえ、精度向上に向けた方策を提案する。 

第一は、特徴量ベクトルの質を向上させる撮影法の

検討である。たとえば太陽の直射光を回避しやすい横

向き固定カメラによる局所景観撮影は検討に値する。 

第二は、画像と整合した気象データを用いた上で、

局所的な気象変数のみでなく、気象トレンドや大気の

動的な状態を示す環境変数を入力データに加えるこ

とである。これらのアプローチが、本システムの景観予

測能力の向上につながると考える。 

 

４４．．おおわわりりにに 

本研究では、GRIB2 形式の気象予報データから局

所的な雲の景観を全天画像の形で出力する検索型

の推論システムを構築した。このシステムは任意の地

点に応用できる。精度に改善の余地があるものの、お

おむね妥当な推論結果が得られることを確認した。 

過学習の緩和と推論精度の向上を目指し、圧縮次

元数や参照地点数に対する感度分析、特徴量プーリ

ング層の改良、太陽画像や雲量不整合データを排除

するデータクレンジングを行った。推論精度の向上に

は至らなかったものの、その背景に、風速や上空の湿

度などの目視不可能な気象変数と局所景観の潜在

的ミスマッチや CNNによる特徴抽出の限界が関わって

いる可能性が示唆された。 

今後の精度向上に向けた指針として、太陽光の影

響を軽減する撮影法の検討や、天候トレンドを補う環

境変数の導入が挙げられる。データ純度の向上と説

明変数の多角化を融合させるアプローチが、気象予

報値から雲の景観を推論する本システムの改善につ

ながると考える。 
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天文民俗調査報告－2025 年－ 

 

北 尾  浩 一  ＊ 
 

 

概 要 

 

2024 年に続いて、沖縄本島の星名伝承の調査に取り組んだ。2025 年 9 月に沖縄県国頭郡本部町

瀬底島と浜元のシヌグについて調査を実施した。その概要をまとめるとともに瀬底島、浜元のシヌグの比

較を行なう。さらには津嘉山の大綱曳との比較を行なう。  

 

 

１１．．ははじじめめにに    

1978 年、新潟県佐渡郡相川町姫津 (現  佐渡市 )よ

り星名伝承の調査をはじめてから 48 年目になった。調

査を実施した地域は、「沖縄県」である。 

 

２２．．調調査査のの概概要要  

２-１．調査方法  

漁業、農業等に従事した経験を持つ高齢者、経験

がなくても年上から伝え聞いていた高齢者を対象にイ

ンタビュー調査を行なった。 

 

２-２．調査地  

2025 年は、次の 3 箇所で調査を実施した。 

・9 月…沖縄県国頭郡本部町瀬底島、浜元、健堅  

 

３３．．瀬瀬底底島島ののシシヌヌググのの概概要要  

３-１．シヌグとは 

2025年 9月 13日、瀬底島のシヌグの調査を実施し

た。シヌグでは、星が歌われている。  

シヌグについて『本部町史通史編下』には、「シニグ

(シヌグまたは臼太鼓 )は、稲の収穫後にその豊作を祝

い、これを神に感謝するとともに、来年の豊作、豊穣を

予祝（祈願）する祭りである」とある (本部町史編集委

員会 1994) 。 

シヌグは、沖縄本島、与論島等で行なわれているが、

そのなかで本部半島地区に星を歌った事例がある。

本部半島地区以外に星が歌われたところがないか探

しているが、現時点では見つからない。 

 
  *星の伝承研究室  

starlore_kitao@yahoo.co.jp 

 

３-２．星が歌われている箇所  

瀬底島のウシレーク歌は、「1 しち節」「2 天の群星」

「3 七尺節」で構成されており、  「2 天の群星」の冒

頭の部分で「群星」と「黄金三つ星」が歌われる。練習

のために作成された冊子 (以下、練習冊子と記す)と仲

田善明氏著『本部のシヌグ』に掲載されている歌詞、

実際に歌われた歌詞とを比較する (表１ )。 （ 仲田

2003）  

『『本本部部ののシシヌヌググ』』  練練習習冊冊子子  実実際際にに歌歌わわれれたた歌歌詞詞   

天天ののぼぼれれ星星やや（（テテ

ィィンンヌヌブブリリブブシシ

ヤヤ））  皆皆がが上上どど照照

ゆゆるる((ンンナナガガウウイイ

ドドゥゥテティィユユルル))  

天天 (( てて いい んん )) ぬぬ 群群 星星

((ぶぶーーりりーーぶぶ……しし ))……

やや ーー よよ ーー 皆皆 ((みみ ーー なな

ーー ))がが 上上 ((うう いい ーー ))るる

ーー照照 ((てていい……))ゆゆるる‥‥

よよーー  

ヘヘイイヨヨーー   ハハイイススーー

リリーーヘヘーー  

てていいんんぬぬぶぶりりーー

ぶぶーーししーーややーーよよ

ーー  

みみーーななーーががうういい

ーーるる   てていいゆゆるる

ーーよよ  

ヘヘイイヨヨーー   ハハイイ

ススーーリリーーヘヘーー  

黄黄金金三三つつ星星やや（（クク

ガガニニミミツツィィブブシシ

ヤヤ））  我我上上どど照照ゆゆ

るる((ワワウウイイドドゥゥテテ

ユユルル))  

＊＊黄黄金金((くくががにに))    

三三星星((みみーーちちーーぶぶ  

--･･しし……))……やや――よよ  

ーー  

よよ ーー 我我 (( わわ ‥‥)) 上上

((うういい ))るる ーー照照 ((てて

いい --･･))ゆゆーーるる --  スス

ーーララーーイイ  

＊＊くくががににみみーーちち  

ーーぶぶーーししーーやや――  

よよーー  

よよーーわわーーうういいるる

ーー てて いい ーー ゆゆ るる  

ススーーラライイ  

表１ 星が歌われた箇所の比較 

 

表 1 によると、星名の表記が、ぼれ星 (『本部のシヌ

グ』 )と群星 (練習冊子 )と異なる。読み方は次のように

歌うときに伸ばすことを表記されている(練習冊子 )か表
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記されていない(本部のシヌグ)の相違があった。 

・『本部のシヌグ』…「ぼれ星 (ブリブシ)」  

・練習冊子…「ぶーりーぶ…し」  

・実際に歌われた…「ぶりーぶーしー」  

 表１の黄金三つ星にいては、「ミツィ」と「ミーチ」の表

記の違い、歌うときに伸ばすことの表記がされている練

習冊子と表記されていない『本部のシヌグ』の違いがあ

る。 

『本部のシヌグ』…「クガニミツィブシ」  

練習冊子…「くがにみーちーぶ-･し…」  

実際に歌われた歌詞…「くがにみーちーぶーしー」  

 

３-３．ウシレークが行なわれるのは旧暦 7 月 22 日  

旧暦 7 月 18 日のウカタビ(御崇ベ)、旧暦 7 月 20 日

のウフユミ(大弓、大折目 )、旧暦 7月 2１日のカラタニゲ

ー(健康御願 )、旧暦７月 22日のハンブトゥーキと続き、

22 日の最後にウシレークで星が歌われる。実際には、

簡略化され、旧暦 7 月 21 日のカラタニゲーで午後 2

時頃～の祝女火の神での健康御願を調査しようと思

ったが、実施されなかった。 

 

３-４．星が歌われた箇所の解釈（『本部のシヌグ』に

よる）  

 解釈は、『本部のシヌグ』のみ掲載されているが、星

名の解釈は掲載されていない(表２ )、（仲田 2003）。 

『本部のシヌグ』掲載の

歌詞 

『本部のシヌグ』掲載の

解釈 

天のぼれ星や (ティンヌブ

リブシヤ ) 皆が上ど照ゆ

る (ンナガウイドゥティユ

ル)  

天の群星は、一様に皆の

上を照らしているが、 

黄金三つ星や (クガニミ

ツィブシヤ ) 我上ど照

ゆる(ワウイドゥテユル) 

黄金三つ星は私の上のみ

を照らしている。 

表２ 星が歌われた箇所の解釈 

 

 『本部のシヌグ』では、「ぼれ星」に「群星」の字をあ

てている。そして、「天のぼれ星」の読み方として「ティ

ンヌブリブシヤ」と記している(仲田 2003)。かつてはブリ

ブシでなく「ぼれ星」と歌っていたのであろうか。琉歌全

集には「ぼれ星」 (ブリブシ)、おもろさうしには「群れ星」

(ぼれぼし)とある(外間他 1972)。元は「ぼれ星」であり、

時代とともにブリブシに変化した可能性を考える。 

 ところで、ブリブシについて、内間清彦区長に確認す

ると、「たくさんある星、天の川のことじゃないかな」とい

う答えが返ってきた。黄金三つ星については、不明で

あった。 

 

３-５．津嘉山の大綱曳きで歌われた歌との共通点  

 2024 年 7 月に 21 年ぶりに沖縄県南風原町の津嘉

山大綱曳き (ウーンナ )が実施された。大綱曳きでは、

「一番旗を貫口に立てるとき」「綱を曳き終わったあと」

の二つの場面で星が歌われている (北尾 2025)。本項

では、津嘉山大綱曳きで「綱を曳き終わってから歌わ

れる歌」と比較する。 

瀬底島のシヌグ(練習冊子) 津嘉山大綱曳き 

天 (ていん )ぬ群星 (ぶーり

ー ぶ … し )… や ー よ ー 皆

(みーなー )が上 (ういー )

るー照 (てい…)ゆる‥よ

ー 

ヘイヨー  ハイスーリー

ヘー 

天の群星や (ティ
⌒

ンヌム

リブシヤ) 

皆が上ど照ゆる (ンナガ

ウィ
⌒

ルティ
⌒

ユル)                                    

 

＊黄金 (くがに )三星(みー

ちーぶ-･し…)…や―よ 

ー 

よー我 (わ‥)上 (うい )る

ー照 (てい-･)ゆーる - ス

ーラーイ 

黄金三ツ星や (クガニミ

チブシヤ
⌒

) 

吾上ど照ゆる (ワウィ
⌒

ル

ティ
⌒

ユル) 

表３ 瀬底島のシヌグと津嘉山大綱曳きの比較 

 

瀬底島のシヌグと津嘉山大綱曳きの相違点は次の

点のみで、他は同じである。 

・瀬底島のシヌグ…ブリブシ(ぶーりーぶ…し) 

・津嘉山大綱曳き…ムリブシ 

南西諸島にムリブシとブリブシの呼び名は両方存在

しているので、その点は問題ない。むしろ、注目すべき

は、どちらもプレアデス星団を意味していないという点

である。 

 

３-６．「瀬底島のシヌグのウシレーク」のなかで星を歌

った箇所の星名を含めた解釈  

「４-２．津嘉山大綱曳きで歌われた星」 (北尾 2025)

の項と重複するが大事なことなので再確認しておく。 

◆野尻抱影氏著『日本星名辞典』の記述  

『日本星名辞典』に、「天ヌ群 (ブ )り星 (ブシ )や数

(ユ)めば数 (ユ)まれ (リ)ねい  親の (ウヤヌ )わし言 (グド

ウ)や数 (ゆ)みも(ン)ならぬ(ン)」の大意として、次のよう

に記されている。 

「天のブリブシ (すばる )は、数えれば数えられるが、親

の教えは数えることはできない」 (野尻 1973)。 

野尻抱影氏の判断を疑わずに、ブリブシ、ムリブシ

等の群れ星のグループはプレアデス星団 (すばる)と考

え、拙著『日本の星名事典』においても群れ星のグル

ープ＝プレアデス星団と記した。 

◆プレアデス星団ではなく「空全体の星」と伝承された
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記されていない(本部のシヌグ)の相違があった。 

・『本部のシヌグ』…「ぼれ星 (ブリブシ)」  

・練習冊子…「ぶーりーぶ…し」  

・実際に歌われた…「ぶりーぶーしー」  

 表１の黄金三つ星にいては、「ミツィ」と「ミーチ」の表

記の違い、歌うときに伸ばすことの表記がされている練

習冊子と表記されていない『本部のシヌグ』の違いがあ

る。 

『本部のシヌグ』…「クガニミツィブシ」  

練習冊子…「くがにみーちーぶ-･し…」  

実際に歌われた歌詞…「くがにみーちーぶーしー」  

 

３-３．ウシレークが行なわれるのは旧暦 7 月 22 日  

旧暦 7 月 18 日のウカタビ(御崇ベ)、旧暦 7 月 20 日

のウフユミ(大弓、大折目 )、旧暦 7月 2１日のカラタニゲ

ー(健康御願 )、旧暦７月 22日のハンブトゥーキと続き、

22 日の最後にウシレークで星が歌われる。実際には、

簡略化され、旧暦 7 月 21 日のカラタニゲーで午後 2

時頃～の祝女火の神での健康御願を調査しようと思

ったが、実施されなかった。 

 

３-４．星が歌われた箇所の解釈（『本部のシヌグ』に

よる）  

 解釈は、『本部のシヌグ』のみ掲載されているが、星

名の解釈は掲載されていない(表２ )、（仲田 2003）。 

『本部のシヌグ』掲載の

歌詞 

『本部のシヌグ』掲載の

解釈 

天のぼれ星や (ティンヌブ

リブシヤ ) 皆が上ど照ゆ

る (ンナガウイドゥティユ

ル)  

天の群星は、一様に皆の

上を照らしているが、 

黄金三つ星や (クガニミ

ツィブシヤ ) 我上ど照

ゆる(ワウイドゥテユル) 

黄金三つ星は私の上のみ

を照らしている。 

表２ 星が歌われた箇所の解釈 

 

 『本部のシヌグ』では、「ぼれ星」に「群星」の字をあ

てている。そして、「天のぼれ星」の読み方として「ティ

ンヌブリブシヤ」と記している(仲田 2003)。かつてはブリ

ブシでなく「ぼれ星」と歌っていたのであろうか。琉歌全

集には「ぼれ星」 (ブリブシ)、おもろさうしには「群れ星」

(ぼれぼし)とある(外間他 1972)。元は「ぼれ星」であり、

時代とともにブリブシに変化した可能性を考える。 

 ところで、ブリブシについて、内間清彦区長に確認す

ると、「たくさんある星、天の川のことじゃないかな」とい

う答えが返ってきた。黄金三つ星については、不明で

あった。 

 

３-５．津嘉山の大綱曳きで歌われた歌との共通点  

 2024 年 7 月に 21 年ぶりに沖縄県南風原町の津嘉

山大綱曳き (ウーンナ )が実施された。大綱曳きでは、

「一番旗を貫口に立てるとき」「綱を曳き終わったあと」

の二つの場面で星が歌われている (北尾 2025)。本項

では、津嘉山大綱曳きで「綱を曳き終わってから歌わ

れる歌」と比較する。 

瀬底島のシヌグ(練習冊子) 津嘉山大綱曳き 

天 (ていん)ぬ群星(ぶーり

ー ぶ … し )… や ー よ ー 皆

(みーなー )が上 (ういー )

るー照 (てい…)ゆる‥よ

ー 

ヘイヨー  ハイスーリー

ヘー 

天の群星や (ティ
⌒

ンヌム

リブシヤ) 

皆が上ど照ゆる (ンナガ

ウィ
⌒

ルティ
⌒

ユル)                                    

 

＊黄金 (くがに )三星(みー

ちーぶ-･し…)…や―よ 

ー 

よー我 (わ‥)上 (うい )る

ー照 (てい-･)ゆーる - ス

ーラーイ 

黄金三ツ星や (クガニミ

チブシヤ
⌒

) 

吾上ど照ゆる (ワウィ
⌒

ル

ティ
⌒

ユル) 

表３ 瀬底島のシヌグと津嘉山大綱曳きの比較 

 

瀬底島のシヌグと津嘉山大綱曳きの相違点は次の

点のみで、他は同じである。 

・瀬底島のシヌグ…ブリブシ(ぶーりーぶ…し) 

・津嘉山大綱曳き…ムリブシ 

南西諸島にムリブシとブリブシの呼び名は両方存在

しているので、その点は問題ない。むしろ、注目すべき

は、どちらもプレアデス星団を意味していないという点

である。 

 

３-６．「瀬底島のシヌグのウシレーク」のなかで星を歌

った箇所の星名を含めた解釈  

「４-２．津嘉山大綱曳きで歌われた星」 (北尾 2025)

の項と重複するが大事なことなので再確認しておく。 

◆野尻抱影氏著『日本星名辞典』の記述  

『日本星名辞典』に、「天ヌ群 (ブ )り星 (ブシ )や数

(ユ)めば数 (ユ)まれ (リ)ねい  親の (ウヤヌ )わし言 (グド

ウ)や数 (ゆ)みも(ン)ならぬ(ン)」の大意として、次のよう

に記されている。 

「天のブリブシ (すばる )は、数えれば数えられるが、親

の教えは数えることはできない」 (野尻 1973)。 

野尻抱影氏の判断を疑わずに、ブリブシ、ムリブシ

等の群れ星のグループはプレアデス星団 (すばる)と考

え、拙著『日本の星名事典』においても群れ星のグル

ープ＝プレアデス星団と記した。 

◆プレアデス星団ではなく「空全体の星」と伝承された
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事例  

2019 年から再び沖縄本島を歩き、次のようにプレア

デス星団ではなく「空全体の星」を意味する事例を記

録した。 

・那覇市首里鳥堀町…ムリブシ、(空 )全体にあれこうし

て。 

・読谷村都屋…星がたくさんある。全体の星。 

また、『伊江島方言辞典』には、ブリブシについて、

「群れ星。満天の星群」 (生塩 1999)と記されていた。

明らかにプレアデス星団ではなく、満天の星を意味す

る。 

◆琉歌全集の「天の一杯にむらがっている星」という記

述  

 『標音評釈  琉歌全集』の亀甲節 (かみぬくぶし )八

三五番の項に、「天のぼれ星や皆が上ど照ゆる黄金

(こがね)三つ星や我上 (わうへ)ど照ゆる」が掲載されて

いる。『本部のシヌグ』に「天のぼれ星」と記されている

のは、琉歌全集の影響である可能性がある。そして、

「ぼれ星」の語意について、琉歌全集には、「天の一

杯にむらがっている星」、評釈に「天の群星は、一様に

皆の上を照らしているが、黄金三つ星は私の上のみを

照らしている」 (島袋他 1968)と記されている。もし「ぼれ

星」 (群星 )が、プレアデス星団であれば皆の上を照ら

すことができず、本事例では明らかに群れ星は空全体

の星である。そして、黄金三つ星 (オリオン座三つ星 )は、

「私の上のみを照らしている」ほど小さいのである。  

したがって、「瀬底島のシヌグのウシレーク」のなかで

星を歌った箇所の解釈は、表４のようになる。 

 

瀬底島のシヌグ(練習冊子) 解釈 

天 (ていん )ぬ群星 (ぶーりーぶ…

し )…やーよー皆 (みーなー )が上

(ういー)るー照(てい…)ゆる‥よ

ー 

ヘイヨー ハイスーリーヘー 

天のムリブシ (空い

っぱいに群がってい

る星)は、皆の上を照

らしている。     

＊黄金(くがに) 三星(みーち 

ーぶ-･し…)…や―よー 

よー我(わ‥)上(うい)るー照 

(てい-･)ゆーる- スーラーイ 

黄金三つ星 (オリオ

ン座三つ星)は、私の

上のみを照らしてい

る。                       

表４ 瀬底島のシヌグの星名の意味を含めた解釈 

 

３-７．前日の練習  

毎週、夜間に練習を行

なった。前日の練習では、

星を歌った箇所も完璧

に歌うことができた(写

真右上)。瀬底島では、他地域のように録音を使わず

に自分たちで歌った。 

 

３-８．健康祈願と豊作祈願 

午後 5 時頃、ウ

チマン毛 (ウチマン

モー、祭祀広場 )で、

ウフシヌヘーが各

家庭での悪風祓い

そして健康祈願を

祈る。続いて、ウフシヌヘーは、お神酒 (オミキ)の前で

御願 (ウガン)をしたあと、デーグ棒で神酒を 3 回掻き混

ぜてデーク棒が立ったら来年は豊作になる (写真上 )。 

悪風祓いの三本の矢を放ちた後、ウスレークがはじま

る。 

 

３-９．ウシレークがはじまる 

雨で予定より遅くなり、午後 6時よりウシレークがはじ

まる。 

「ていんぬぶりーぶーしーやーよー みーなーがういー

る ていゆるーよ ヘイヨー ハイスーリーヘー」（天のム

リブシ[空いっぱいに群がっている星 ]は、皆の上を照

らしている）、「くがにみーちーぶーしーや―よー 

よーわーういるーていーゆる」 (黄金三つ星 [オリオン座

三つ星 ]は、私の上のみを照らしている )と歌われた。

(写真下 )  

 

４４．．浜浜元元ののシシヌヌググのの概概要要   

2025年 9月 12日 (金 )に沖縄県国頭郡本部町浜元

のシヌグについて調査を実施した。浜元のウシレーク

は、「1 アサギ庭節」「2 インチャ苧 (ウー)節」「3 天の

群星」「4 具志川 (グシチャ)ふた川節」「5 本部長節」

で構成されており、「3 天の群星」の冒頭の部分で「群

星」と「月」が歌われる。まず最初に島袋家からウシレ

ークが始まる。    

・ていんぬぶりぶしやよ ゆみばゆまりゆい サーうやぬ

ゆしぐとうぬよ ゆみぬなゆみ ハイスーライ 

・あのふしとぅちつとヨ みくなびてぃみりば サーあぬふ

しや うしきヨー ちつやちゅらさ ハイスーライ 
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・あきよてぃんがーらやヨー しまゆくになとれ サーなま

りくん里やヨー なくんさ ハイス(写真下 ) 

続いて、小浜家

にで、最後に、夜、

暗くなってからアサ

ギ庭にてウスレーク

を行なった。  

 

 

５５．．浜浜元元、、瀬瀬底底島島ののシシヌヌググのの比比較較   

浜元、瀬底島では、踊り方、歌う歌、歌われる天体

が異なる。 

 浜元 瀬底島 

ウシレークの

回数 

３回  

１ 島袋家 

２  小 浜 家 の

本家  

３  ア サ ギ 庭

(夜、暗くなっ

てから)   

１回 

ウチマンモー、祭

祀広場 

踊り方 輪ひとつ ウスデークを叩く

小さい輪がある 

回転の方向（星

を歌った部分） 

反時計廻り ほとんで静止 

回転の方向（星

を歌う前） 

ほとんど静止 反時計廻り 

回転の方向（星

を歌った後） 

反時計廻り ほとんど静止 

表５  浜元と瀬底島の踊り方の比較  

 

表５のように、ウシレークの回数は浜元の 3 回に対し、

瀬底島は 1 回と大きく異なった。(表５ ) また、浜元は

録音を流していたが、自ら歌う人も多かった。瀬底島

は録音でなく全員が歌っていた。 

 浜元 瀬底島 

空 全 体

の星 

ブリブシ ブーリーブシ 

オ リ オ

ン 座 三

つ星 

-―――――― クガニミーチブシ 

天の川 ティンガーラ ――――――――――――――――  

月 チツ ――――――――――――――――  

表６  歌われた天体の比較  

 

歌われた天体は、「空全体の星」は共通であった。

(表６ ) しかし、歌の内容を異なった。 (表７ ) オリオン

座三つ星は浜元では歌われず、瀬底島で歌われた。

天の川、月は、瀬底島では歌われず、浜元で歌われ

た。 

浜元 瀬底島 

ていんぬぶりぶしやよ 

ゆみばゆまりゆい サ

ーうやぬゆしぐとうぬ

よ ゆみぬなゆみ ハ

イスーライ 

天 (て い ん )ぬ 群 星 (ぶ ー り ー

ぶ･･･し)･･･やーよー 

皆(みーなー)が上(ういー )るー

照(てい･･･)ゆる‥よー 

ヘイヨー ハイスーリーヘー 

あのふしとぅちつとヨ 

み く な び て ぃ み り ば 

サーあぬふしや うし

きヨー  ちつやちゅ

らさ ハイスーライ 

＊黄金 (くがに ) 三星 (みーち

ーぶ-･し・・・)・・・や―よー

よー 

我 (わ‥)上 (うい )るー照 (てい
-･)ゆーる- スーラーイ 

あきよてぃんがーら

やヨー しまゆくに

なとれ サーなまり

くん里やヨー                             

なくんさだみ ハイ

スーライ 

 

表７  星が歌われた箇所の比較  

 

６６．．おおわわりりにに  

古代から今日までの連続した時間のなかで、星につ

いて「語ること」「歌うこと」「踊ること」が繰り返し行われ、

2026 年においても簡略化されたものの伝承されている。

星を見て表現するのは、言語だけではない。言語より

も前に「歌うこと」「踊ること」が行われていた可能性を

考える。調査にあたっては、瀬底の内間清彦区長、浜

元の具志堅京子区長、友利健氏、広橋勝氏にお世

話になった。紙面を借りてお礼を申し上げます。 
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